
令和6年度日本小児外科学会 

第3回定例理事会議事録 

 

 

日 時：令和 6 年 10 月 23 日（水）11：00～14：30 

会 場：一橋大学一橋講堂 2F 会議室 202-203 

出席者： 小野 滋（理事長）、家入里志（副理事長）、浮山越史（理事・会長）、内田広夫（理

事・次期会長）、石橋広樹、尾花和子、加治 建、田中秀明、平林 健、渕本康史、

米田光宏（以上理事）、田尻達郎（前会長）、越永従道、奥山宏臣（監事）、 

田中 潔（第 40 回秋季シンポジウム会長）、大植孝治（第 41 回秋季シンポジウム 

会長）、文野誠久（施設認定委員会委員長）、石丸哲也（専門制度庶務委員会委員長）、

照井慶太（庶務委員長）、田中奈 （々庶務委員長）、上原 秀一郎（財務会計委員長）、

山田洋平（財務会計副委員長）、柴田晶子（以上事務局） 

出席者（WEB）： 

松浦俊治（専門医認定委員会委員長） 

議事案件： 

議 事： 

１. 第3回定例理事会の議事録署名人は、田中秀明理事・渕本康史理事とした。 

２．令和6年度第2回定例理事会議事録につき、全会一致にて承認された。 

３．審議事項 

１）第61回学術集会について（田尻前会長） 

 田尻前会長より第61回学術集会について、資料に基づき報告された。 

・第61回学術集会の収支が報告された。 

・参加者数は医師・企業1,029名、初期研修医・メディカルスタッフ100名、合計1,129名で

あったことが報告された。 

 

２）第62回学術集会について（浮山会長） 

 浮山会長より、資料に基づき進捗状況が報告され、承認された。 

・第3次会告について報告された。 

会  期：2025年6月5日(木)〜6月7日(土)  

会  場：一橋大学一橋講堂 

主  題：天に星、地に花、人に愛〜きみの想いを子どもたちのために〜 

学会H P：http://jsps62.umin.jp/  

演題募集期間：2024年10月16日（木）から12月12日（木） 

開催形式：現地開催（第一会場のみオンデマンドとする予定） 

・学術集会中に開催する共通講習について、第58，59回学術集会で開催された講習会を確

認することになった。基本的には研究倫理・小児救急・感染対策・医療倫理の順で開催す

ることになっており、第61回学術集会は順番では感染対策だったが、第39回秋季シンポ



ジウムのテーマが『小児外科領域における感染症対策』だったことから、医療安全（医療

倫理）をテーマとしたため、通常通りであれば次回は感染対策がテーマになるとの指摘が

なされた。第62回学術集会では小児救急医学会とのジョイントセッションを企画してい

るため、講習会のテーマを小児救急とするか感染対策とするかについて検討することに

なった。次回理事会は2025年1月28日のため、学術集会の準備状況によっては講習会のテ

ーマについてメール審議とすることが承認された。 

・ワーク・ライフ・バランス検討委員会の企画について1時間枠で良いか確認された。 

・学術集会期間中に開催される会議について確認された。 

・拡大プログラム委員会を6月4日19:00-21:00に開催することが報告された。また、名誉会

員・特別会員はクレジットカード決済で参加費をお支払いいただくことが確認された。 

・名誉会員・特別会員の宿泊費について、内規に基づき、名誉会員は総額2万円の補助、特

別会員には補助はなしとすることが確認された。 

・倫理手続きについて近日中にホームページに掲載する予定であることが報告された。 

・優秀ビデオ選出手順について、会長が10題ぐらい選んで、学術・先進医療検討委員会に報

告、学術・先進医療検討委員会の審査結果を理事会で承認、受賞者を決定する。という流

れが確認された。 

・トラベルグラントの選出方法について、もともと非欧米圏の若手を選出していたこと、選

出にあたってはある程度は会長の判断によって柔軟に対応することが確認された。学術

集会ホームページの英語ページで、トラベルグラントの募集をすることが確認された。 

 

３）第63回学術集会について（内田次期会長） 

 内田次期会長より、資料に基づき進捗状況が報告された。 

会  期：2026年5月21日(木)〜5月23 日(土)  

会  場：ウィンク愛知 

 主  題：Bright Future for Children 

輝く未来へ 小児外科の技術を磨く 

 同時開催：・WOFAPS regional meeting 

・MIS workshop (fee required) （会場：名古屋大学医学部附属病院） 

       2026 年 5 月 19 日（火） 

・会計や懇親会などは AAPS（アジア小児外科学会）と合同とすることが承認された。 

・共通講習は「小児救急」とすることが確認された。 

 

４）第 40 回秋季シンポジウムについて（田中潔秋季シンポジウム会長）  

 田中秋季シンポジウム会長より資料に基づき開催準備状況が報告された。 

・10 月 23 日 13:50 現在の参加登録者数は 382 名、その内現地参加は 336 名、Web 参加

は 46 名であることが報告された。参加者の内訳は医師：343 名、初期研修医：8 名、

医学部学生：16 名、医師以外：15 名で、懇親会参加申込者数は 143 名であることが報

告された。 



・プログラムについて報告された。 

・第 40 回秋季シンポジウム HP で使用している umin のサーバーが 2024 年 10 月 25 日

（金）20:00～10 月 26 日（土）17:00 にかけて 21 時間停止予定となるため、ミラーサ

イト https://macc.jp/psjm2024/ を作成したことが報告された。 

 日時：令和 6 年 10 月 26 日（土） 

会場：一橋講堂 

テーマ：少子化時代における小児外科医育成 

開催形式：現地開催＋ライブ配信 全会場（発表者・座長は現地） 

 

５）第 41 回秋季シンポジウムについて（大植次期秋季シンポジウム会長）  

大植次期会長より資料に基づき進捗状況が報告され、承認された。 

日時：令和 7 年 11 月 1 日（土） 

会場：千里ライフサイエンスセンター 

テーマ：新生児外科疾患の長期フォローにおける問題点 

 

６）第 42 回秋季シンポジウムについて（渕本次々期秋季シンポジウム会長）  

渕本次々期秋季シンポジウム会長より、口頭で準備状況が報告された。 

  日時：令和 8 年 10 月 31 日（土） 

会場：一橋講堂 

テーマ：小児外科領域における最新技術の応用 

 

７）各種委員会報告および審議事項 

（１）庶務委員会（照井委員長） 

照井委員長より、資料に基づき報告された。 

2024 年 9 月末現在の会員数は、評議員を除く正会員 1,633 名（うち海外 2 名）、評議員

279 名、準会員 26 名、名誉会員 58 名（うち海外 8 名）、特別会員 66 名（うち海外 1 名）、

賛助会員 1 団体の合計 2,062 名＋1 団体である。 

・2022 年に規約委員会が中心となって内規を整理し、会員に公表する内規としない内規に

わけたが、会員に公表する内規をどこに置くか等について明確にしていなかったため、現

在に至るまで公表されていなかったことが報告され、公表する内規としない内規は、2022

年に決定した通りとすることが確認された。「委員旅費規則に関する規則」を会員に公表

するか審議が求められ、公表することが承認された。また、委員旅費規定は委員会発足時

に事務局から委員長に伝えることが確認された。内規の掲載場所については庶務委員会

の案を、国際広報委員会で確認し、検討することになった。 

 

（２）財務会計委員会（上原委員長） 

上原委員長から口頭で報告された。 

・12 月に中間決算をアップし、1 月に財務会計委員会を行う予定であることが報告された。 

・近年、学術集会への寄付金が集まりにくくなっていることなどを考慮し、援助金増額を検

討していることが報告された。 



 

（３）専門医制度委員会（専門医制度各委員長） 

 文野施設認定委員会委員長より、資料に基づき報告され、承認された。 

・NCD Audit Ad-hoc 委員会に、施設認定委員会から家入里志施設認定委員会元委員長（副

理事長）、木下義晶施設認定委員会前委員長、米田光宏施設認定委員会元委員長、文野誠

久施設認定委員会現委員長が参加することが報告された。 

 

松浦専門医認定委員会委員長不在のため、石丸専門医制度庶務委員会委員長より、資料に

基づき報告され、承認された。 

・専門医認定委員会の日程について報告された。 

 

石丸専門制度庶務委員会委員長より、資料に基づき報告され、承認された。 

・専門医制度規約 資格更新に必要な履修歴および移行措置 

第 1 条(学術集会への参加) 

2) 

日本小児外科学会地方会 

日本周産期・新生児医学会 

日本小児血液・がん学会 

小児外科関連の学会・研究会・地方会 

*上記学会が主催するセミナー 

*日本医師会の生涯教育講座 

 

に単位数記載がなく、また、海外の小児外科の学会が含まれていないため、小児外科学会

HP「専門医制度に関する事務手続き」のページに掲載されている単位数「小児外科学会

の認める小児外科系の学会・研究会の年次総会，定期学術集会：2 単位」、「海外の小児外

科の学会：5 単位」と同様に追記することが承認された。 

・2024 年 4 月 5 日付で NCD 事務局から報告された小児外科専門医/指導医更新システムの

データ連携に関する不具合に関して、古村前専門制度庶務委員会委員長宛てに NCD ロジ

ック改変の進捗状況について連絡があったことが報告された。不具合に関連して、NCD

にディスカウントの交渉をしてはどうかとの意見があり、検討することになった。 

・申請者が医籍番号を入力すると、新専門医制度下の医師かどうかを判別可能なシステムを

構築するように NCD に依頼済みだが、新専門医制度がいつから始まるか決まっていない

ので、最終見積りをもらえていない状況であることが報告された。納品日等を指定すれば、

見積もり発行、作業開始をしてもらえる見込みであることが報告された。 

・専門医機構認定サブスペシャルティについては、動きがないことが報告された。 

 

（４）機関誌委員会（田中秀明担当理事） 

田中担当理事より、資料に基づき報告された。 



・第 2 回理事会で記録号（学術集会、秋季シンポ）作成に関する内規改正が承認されたこと

を受けて、機関誌委員会内規の学術集会および秋季シンポジウム記録に関する内規が提

示され、2024 年 10 月 23 日付で改訂とすることが承認された。 

・PSI の論文投稿の〆切を 2025 年 4 月 13 日 23 時とすることが承認された。 

 

（５）国際・広報委員会（渕本担当理事） 

渕本担当理事より、資料に基づき HP の改定状況が報告された。 

・教育委員会から要望のあった本邦小児外科研修病院の日本地図形式の表示方法について、

日本地図を八区分とした形で作成することが承認された。 

・10 月 17 日に開催された国際広報委員会で SNS 開設について検討したことが報告され

た。SNS は投稿の内容によっては非難されることもあるので注意が必要だが、メール配

信とは異なり、会員以外にも情報を発信できるため、外科学会の SNS 担当である山本先

生や外科学会の SNS WG メンバーである小児外科学会評議員の川久保尚徳先生に御意

見を伺い、継続して検討することとなった。 

・田尻前会長より、参考として外科学会 SNS 活用状況が報告された。小児外科学会は外科

学会を基盤としたサブスペなので、外科学会の SNS で小児外科学会の学術集会をアナウ

ンスしてもらえることが報告された。 

 

（６）保険診療委員会（尾花担当理事） 

 尾花担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（７）教育委員会（内田担当理事） 

 内田担当理事より資料に基づき報告され、承認された。 

・第 41 回卒後教育セミナー・第 20 回小児内視鏡外科手術セミナーを 2026 年 2 月 1 日（日）

に web 開催することが承認された。 

・卒後教育セミナー・内視鏡外科手術セミナー規定の改訂案が示され、承認された。 

・小児外科学会ホームページの施設リストをわかりやすく改訂するために実施した施設情

報アンケートについて報告された。アンケート結果は、2024 年秋季シンポジウムで渡邊

副委員長が発表予定であることが報告された。この資料を基に、日本地図の形での施設情

報掲載の見積もりを取ることになった。 

・2024 年 10 月 25 日に開催する第 17 回小児内視鏡外科手術セミナーの準備状況について

報告された。 

・2025 年 1 月 13 日 web 開催を予定している第 40 回卒後教育セミナー・第 18 回小児内視

鏡外科手術セミナーについて報告された。開催時期が例年より約半年早まることもあり、

会告を 4 回に増やし、60 巻 4 号（6 月号）～7 号（12 月号）まで掲載予定であることの

他、2024 年秋季シンポジウム/PSJM でアナウンスのためにチラシを掲示する予定である

ことが報告された。 

・2024 年 8 月 30 日に開催された第 2 回サマースクールについて報告された。2025 年開催

予定の第 3 回サマースクールの告知・申込受付は 2024 年度の流れを踏襲することが報告

された。また、2024 年秋季シンポジウムにおいて、望月委員長が第 1 回・第 2 回のサマ



ースクールのまとめ報告を行うことが報告された。 

・キャリアパスのホームページ改訂について、小児外科学会会員に対してアンケートを行っ

ており、2024 年 10 月 2 日の段階で 235 人から回答が寄せられたことが報告された。回

収率をあげるためのアナウンスを計画していることが報告された。 

・日本外科学会プラットフォームを利用した e ラーニングシステムについて、外科学会と

調整中であることが報告された。卒後教育セミナーの講義ビデオの有効活用について検

討していることが報告された。 

 

（８）悪性腫瘍委員会（平林担当理事） 

 平林担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（９）学術・先進医療検討委員会（米田担当理事） 

 米田担当理事より、資料に基づき報告され、承認された。 

・長野県立こども病院小児外科好沢克先生より審議依頼のあった「災害医療支援活動への小

児外科医の参画状況に関するアンケート調査」について、学術・先進医療検討委員会とし

て承認されたことが報告され、承認された。 

・外科学会上級演題案として、シンポジウム候補テーマ、パネルディスカッション候補テー

マ、ワークショップ候補テーマが提示され、承認された。 

・小児外科学会企画演題提案として、内規に基づき五つのカテゴリー分類のテーマが提示さ

れ、承認された。 

・小児外科領域でのエビデンスである systematic review 論文の紹介について、2024 年度

から半期ずつ 2 回に分けてレビューすることになったことが報告された。2024 年 1 月 1

日から 6 月 30 日までに pediatric surgery 領域での systematic review 論文で、Impact 

Factor が Pediatric Surgery International, European Journal of Pediatric Surgery 以

上の論文を PubMed 検索し、18 論文が選定され、現在、委員による要約コンテンツを作

成していることが報告された。結果は理事会に諮ったのち、HP に掲載されている 2015

年からの 358 編に追加して掲載していることが報告された。 

 

（10）倫理・医療安全管理委員会（石橋担当理事） 

 石橋担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（11）データベース委員会（田中秀明担当理事） 

 田中担当理事より、資料に基づき報告され、承認された。 

・第 3 回理事会で承認された 2022 年 NCD 利用研究「NCD データを用いた地域医療提供

体制の計画に資する分析の検討」の報告論文について、申請者に理事会での審議結果を伝

えたことが報告された。 

・複数領域の NCD データを利用した後向き研究の募集に、「先天性胆道拡張症における成

人・小児症例間での胆道再建法の検討」が応募され、現在審査中であることが報告された。

審査日程が提示され、データベース委員会の他、COI 委員会、研究倫理委員会での審査を

並行して行うため、11 月 8 日の〆切に間に合うよう、各委員会の審査結果が提出され次



第、理事会でメール審議をすることが求められ、承認された。 

・小児外科学会保有データを用いた研究の公表に際して、本学会の承認を得ることが必要と

されているが、その際の審査経路について定まっておらず、実際に審査が行われたことが

これまでなかった。PSJM2024 の登録演題に、これに該当する研究の報告が認められた

ため、データベース委員会にて急遽内容を検討したことが報告され、審議が求められた。

審議の結果、申請されていた研究期間に一年分追加でデータを使用した点、またその旨を

データベース委員会に報告しなかった点が問題となり、PSJM2024 での発表は認めない

こととなった。また、J-Stage に掲載される PSJM2024 の抄録集から当該の発表のアブ

ストラクトを削除することが承認された。本人には、理事会審議の結果として、小野理事

長から第 43 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会会長として、その旨連絡することに

なった。研究期間の延長申請をするようデータベース委員会から連絡することになった。 

・小児外科学会保有データを用いた研究発表に関する審査のルールを定めることについて

審議が求められ、承認された。 

 

（12）小児救急検討委員会（平林担当理事） 

 平林担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（13）トランジション検討委員会（加治担当理事） 

 加治担当理事より、口頭で『外科疾患を有する児の成人期移行についてのガイドブック第

2 版、移行期支援のための患者サマリー（2022 年版）」使用の実態調査』のアンケート結果

の HP 掲載ページ変更についての確認があり、事務局にて至急対応することとなった。 

 

（14）ワーク・ライフ・バランス検討委員会（尾花担当理事） 

 尾花担当理事より、口頭で、10 月 25 日に開催するワーク・ライフ・バランス検討委員会

主催シンポジウムについて報告された。 

 

（15）規約委員会（石橋担当理事） 

 石橋担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（16）研究倫理委員会（石橋担当理事） 

 石橋担当理事より、口頭で第 62 回学術集会の研究倫理の審査用フォーマットを、外科学

会のカテゴリー分類の変更に沿った形に修正し、運営事務局に提出したことが報告された。 

 

（17）NCD 連絡委員会（渕本担当理事） 

 渕本担当理事より、資料に基づき報告された。 

・Audit で現地に行く NCD 連絡委員の所属先に提出する依頼状について報告された。 

・Audit の日当がないことについて、委員から理事会で言及してもらいたいとの希望があっ

たことが報告され、日当については継続審議とすることとなった。委員会活動に携わって

いる委員は、皆、無償であり、交通費のみ支給されている。評議員になり委員会活動に参

加した時点でその点は了解しておいてほしいと述べられた。 



・口頭で、NCD にリスクカリキュレーターの見積を依頼していることが報告された。 

 

（18）ガイドライン委員会（加治担当理事） 

 加治担当理事より、資料に基づき報告され、承認された。 

・「小児胃軸捻転症診療ガイドライン」の草案が提示され、承認された。 

・「小児胃軸捻転症診療ガイドライン」について、日本小児外科学会、日本小児放射線学会、

日本小児栄養消化器肝臓学会、日本周産期・新生児学会の他、小児科学会にもパブコメを

求めることについて、委員会に諮ることが確認された。 

・小児胃軸捻転症診療ガイドライン(2024 年度版)データ作成の見積書が提示されたが、複

数の会社に同じ条件での見積もりを依頼し、相見積もりをとった上でデータ作成の発注

先を決定することが承認された。 

 

（19）利益相反委員会（米田担当理事） 

 米田担当理事より、今回特に審議事項がない旨が述べられた。 

 

（20）医薬品・医療機器検討委員会（内田担当理事） 

 内田担当理事より、資料に基づき報告された。 

・欧米で小児消化管造影の承認が得られている ‘オムニパーク’ と ‘ビジパーク’ の

２剤について「55 年通知」に則った適応外使用事例の申請をした結果、令和 6 年 9 月 30

日付で、無事に認められた旨、厚労省より連絡があったことが報告された。 

 

（21）ロボット支援手術検討委員会（家入副理事長） 

 家入副理事長より口頭で、横山 智至先生からプロクター申請があり委員会で承認され

たことが報告された。 

 

（22）総合調整委員会（家入委員長） 

 家入委員長より、資料に基づき、10 月 7 日に開催された委員会について報告された。 

・名誉会員の窪田昭男先生から理事長宛に寄せられた要望書に基づき、「総合周産期母子医

療センター」の認定要件に小児外科医常勤を加えること、新生児外科の診療を総合周産期

母子医療センターに集約することの二点について協議した結果、日本小児外科学会とし

て単独で対応していくことは困難との結論となったことが報告された。奥山監事にご意

見をいただいて家入委員長が回答案を作成し、小野理事長と協議することとなった。これ

に対し、以前、日本周産期・新生児学会から、小児外科医を必須とするのはやめてほしい

との意見が寄せられたことがあるとの情報が寄せられた。 

・働き方改革に対する学会の取り組みについて、継続審議となったことが報告された。 

・新専門医制度への対応について、継続審議となったことが報告された。 

・U45WG の今後の活動方針について、服部健吾先生から働き方改革サブグループによるア

ンケート結果が原著論文の形式で論文化される予定であることが報告され、投稿前に内

容を総合調整委員会で最終確認をすることとなった。また、働き方改革サブグループと

WLB 委員会と合同でアンケートが施行される予定であること、第 2 期 U45WG 発足に向



けたメンバー募集を PSJM 後に行う予定であることが報告された。第 2 期メンバー募集

は、理事長の承認を経て、会員全体メールで配信されることとなったことが報告された。 

・学術集会のあり方について、春季シンポ開催の案に関して、外科学会においては現在ほぼ

議論されていないが、小児外科学会としては合理的な案であり、外科学会に対して進言し

ていく方向であることが確認され、継続審議となったことが報告された。 

・小児外科専門医の適正配置について、各地域における小児外科疾患の集約化の現状につい

て情報共有がなされた。人口 500 万の規模の医療圏における小児外科疾患の集約化もし

くは機能分担について議論し、都心は医育機関が複数存在するので、都心と地方では考え

方を変える必要がある、海外における集約化の流れを考慮すると喫緊の課題である、など

の意見が出され、継続審議となったことが報告された。 

・小児外科関連研究会の今後のあり方について、理事会から承認されたことを受けて日本小

児消化管機能研究会、日本小児脾臓・門脈研究会、日本胆道閉鎖症研究会、日本小児外科

QOL 研究会にアンケート協力依頼を送付し、回答が寄せられたことが報告された。各研

究会からのアンケート回答を踏まえ方針を検討することが報告された。また、消化器系の

研究会に関しては小児版 Digestive Disease Week (DDW)として小児消化器栄養肝臓学会

と同時開催する案が出ていることが報告され、継続審議となったことが報告された。 

・海外での研修システム、海外からの研修の受け入れについて、継続審議となったことが報

告された。 

 

（23）日本外科学会理事会（田尻前々理事長） 

 田尻前々理事長より、今回特に報告がない旨が述べられた。 

  

（24）四者協関連（小野理事長） 

 小野理事長より、今回特に報告がない旨が述べられた。 

 

（25）選挙管理委員会（照井選挙管理委員長） 

 照井選挙管理委員長より、資料に基づき、報告された。 

・評議員選挙日程、役員選挙日程について報告された。 

・通知文「2025 年度日本小児外科学会役員選挙のお知らせ」が報告された。 

・女性枠理事の選考について、理事長が役員以外の会員から非選挙理事推薦委員会を結成す

ることになっているので、前監事・前々監事に依頼することを検討していることが報告さ

れた。 

 

７）NCD 前向き研究「先天性胆道拡張症におけるロボット支援手術の有用性および安全性

評価」について（内田理事） 

内田理事より、資料に基づき報告され、承認された。 

・NCD 前向き研究「先天性胆道拡張症におけるロボット支援手術の有用性および安全性評

価」について NCD と打ち合わせを行ったことが報告された。その結果、NCD-P の項目

に、 

 



１．初回入力に項目を追加するとともに、1 年ごとに合併症等の項目を入力し、長期間追

跡する。 

２．前向き（新たに登録する症例）に加えて、過去の症例も遡って追加入力をする「ハイ

ブリッド型」の研究にする。 

 

を追加して全施設に参加してもらうような形で行い、小児外科の今後のデータ集積の雛

形になるような形を目指していきたいと考えていることが報告され、承認された。 

 

１. 報告事項 

１）理事長報告（小野理事長） 

（１）「DV・性暴力被害者の医療と連携した支援体制の構築のための研究」班からの通信

文「報告会後援のお礼」を受領した。 

（２）日本医学会からの寄贈本「分科会一覧」を受領した。 

（３）厚生労働省からの寄贈本「医薬品・医療機器等安全性情報 No.413」を受領した。 

（４）日本の医療の未来を考える会からの寄贈本「集中 9月号」を受領した。 

 

２）次回定例理事会日程の確認（小野理事長） 

次回定例理事会は令和 7 年 1 月 28 日(火) 11:00～16:00  日本橋ライフサイエンスビルデ

ィングで開催する予定であることが確認された。 

 

 

 

理事長                  理 事               

 

 

 

                     理 事               


